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は
じ
め
に

　
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
研
究
に
お
い
て
、
文
化
と
言
語
は
特
に
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。
そ
の
形
成
、
発
展
、
そ
し
て
崩
壊
の
ど
の
局
面
に
お
い
て
も
、

「
何
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
文
化
な
の
か
」
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
民
の
言
語

と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
」
と
い
っ
た
問
題
が
争
わ
れ
て
き
た
。
こ
の

論
争
は
言
語
学
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
治
的
で
も
あ
っ
た
。

　
著
者
の
ミ
ロ
シ
ュ
・
オ
ク
カ
は
現
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア

　
ヒ
マ

語
の
教
授
で
あ
り
、
本
書
は
厳
密
に
は
歴
史
学
で
は
な
く
言
語
学
の
書
で
あ
る
。

し
か
し
、
言
語
学
者
の
み
な
ら
ず
歴
史
学
者
に
と
っ
て
も
、
本
書
は
必
読
の
書
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ま
ず
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
言
語
が
重
要
な

位
置
を
占
め
る
以
上
、
歴
史
学
研
究
は
言
語
学
研
究
と
必
ず
重
な
り
合
う
か
ら
で

あ
り
、
そ
し
て
本
書
は
、
ま
さ
に
歴
史
学
と
言
語
学
が
重
な
り
合
う
部
分
、
す
な

わ
ち
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
の
言
語
史
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本

書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
文
第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
と
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
人

ボ
ス
ニ
ア
ー
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け
る
言
語
混
乱
一
一
九
世
紀

か
ら
第
一
次
世
界
大
戦

さ
ら
ば
、
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
！

古
い
言
語
領
域
に
お
け
る
新
し
い
状
況

　
更
に
、
補
遺
と
し
て
、
セ
ル
ビ
ア
語
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
、
ボ
ス
ニ
ア
語
の
文
法
、

音
韻
、
文
字
、
正
書
法
、
固
有
名
詞
の
差
異
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
序
文
は
著
者
で
は
な
く
ゲ
ル
ハ
ル
ド
・
ネ
ヴ
ェ
ク
ロ
フ
ス
キ
に
よ
る
も
の
だ
が
、

そ
こ
で
は
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
の
言
語
史
を
見
る
上
で
重
要
な
こ
と
が
以
下
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
か

ら
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
至
る
地
域
で
は
、
明
確
な
言
語
の
境
界
線
は
存
在
し
て
い
な
い
。

そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
崩
壊
、
そ
の
後
の
内
戦
に
お
い

て
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
も
ま
た
セ
ル
ビ
ア
語
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
、
ボ
ス
ニ
ア
語

へ
と
分
割
さ
れ
た
が
、
こ
の
分
割
は
言
語
の
自
然
な
成
長
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

言
語
拡
充
。
り
署
長
冨
湧
び
鎚
、
す
な
わ
ち
政
治
的
に
行
わ
れ
た
恣
意
的
な
取
捨
選
択

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
一
八
五
〇
年
の
ウ
ィ
ー
ン
文
語
協
定
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま

で
の
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
共
通
の
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
作
り
出

そ
う
と
す
る
言
語
学
者
、
文
献
学
者
た
ち
の
運
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ザ
グ
レ
ブ
に
置
か
れ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
科

学
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
（
J
A
Z
U
）
で
あ
る
。
J
A
Z
U
を
中
心
と
す
る
言
語
学
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介紹

者
、
文
献
学
者
は
、
ボ
ス
ニ
ア
や
ダ
ル
マ
チ
ア
の
方
言
を
中
心
に
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア

チ
ア
語
を
作
り
出
し
、
や
が
て
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
共
有
す
る
セ
ル

ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
と
い
う
概
念
は
国
際
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
は
、
言
語
の
統
一
の
う
え
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は

発
音
の
差
異
（
セ
ル
ビ
ア
人
は
工
方
言
、
ク
ロ
ア
チ
ア
入
は
イ
ェ
方
言
）
と
文
字

の
差
異
（
セ
ル
ビ
ア
人
は
キ
リ
ル
文
字
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
は
ラ
テ
ン
文
字
）
の
み

と
な
っ
て
い
た
。
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
双
方
の
言
語
学
子
た
ち
は
、
セ
ル
ビ

ア
人
は
キ
リ
ル
文
字
を
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
は
イ
ェ
方
言
を
放
棄
す
べ
き
だ
と
主
張

し
た
が
、
こ
の
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
キ
リ
ル
文
字
に
つ

い
て
言
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
ー
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
の
キ
リ
ル
文
字
禁
止
と
い
う

状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
キ
リ
ル
文
字
の
使
用
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
政

府
へ
の
抵
抗
と
い
う
象
徴
的
な
意
味
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
イ
ェ
方
言

は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
だ
け
で
は
な
く
セ
ル
ビ
ア
人
に
と
っ
て
も
多
く
の
文
化
的
遺
産

を
持
つ
重
要
な
方
言
で
あ
っ
た
た
め
、
や
は
り
放
棄
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
本
章
で
は
、
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
人
」
Q
り
①
尋
。
貯
露
酔
窪
と
い
う
概
念

が
登
場
す
る
。
通
常
、
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
よ
る
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ

ア
語
の
共
有
を
核
と
し
た
国
民
の
名
称
と
し
て
は
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
人
」

貯
α
Q
o
。
。
罫
≦
窪
を
使
用
す
る
が
、
著
者
は
↓
つ
の
言
語
を
話
す
一
つ
の
民
族
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
、
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
話
す
民
族
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
人
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
第
一
章
と
同
時
期
の
、
ボ
ス
ニ
ア
ー
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
イ
ナ
の
複

雑
な
言
語
状
況
と
、
そ
こ
で
上
述
の
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
が
採
用
さ
れ
る
に
至
っ

た
経
緯
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
↓
八
七
八
年
目
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー

は
ボ
ス
ニ
ア
を
占
領
し
、
二
重
帝
国
の
共
通
蔵
相
の
管
理
下
に
置
い
た
。
ボ
ス
ニ

ア
愛
国
・
王
義
を
掲
げ
て
失
敗
し
た
共
通
蔵
相
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
カ
ー
ラ
イ
に
代
わ
っ

て
、
一
九
〇
三
年
に
共
通
蔵
相
に
就
任
し
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
・
ブ
リ
ア
ン
は
、

一
九
〇
七
年
、
公
的
に
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
の
使
用
を
認
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
ボ
ス
ニ
ァ
ー
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
は
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
公
的
に
使
用
す

る
最
初
の
地
域
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
後
も
、
オ
ー

ス
ト
リ
ァ
ロ
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
ボ
ス
ニ
ア
で
セ
ル
ビ
ア
人
が
多
数
を
占
め
て
い

る
と
い
う
事
情
に
配
慮
し
て
、
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
の
公
的
な
使
用
の
廃
止
は

行
わ
な
か
っ
た
。

　
第
三
章
に
お
い
て
、
時
代
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
へ
と
移
る
。
第
一
次
世
界
大

戦
の
結
果
生
ま
れ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
は
国

語
と
さ
れ
た
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
政
治
を
セ
ル
ビ
ア
人
が
主
導
し
、
セ
ル

ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
も
セ
ル
ビ
ア
語
的
な
特
徴
（
語
彙
、
綴
字
法
等
）
を
帯
び
始
め

た
た
め
に
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
反
発
を
呼
ん
だ
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
ど
の
変
種
が
正

当
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
の
議
論
も
巻
き
起
こ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
両
大
戦
間
期

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
独
立
ク
ロ
ア
チ
ア
国
（
N
D
H
）
に
至
る
時
代
に
お

い
て
ク
ロ
ア
チ
ア
の
言
語
学
者
と
政
治
家
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
の
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア

チ
ア
語
か
ら
の
分
離
を
試
み
た
。
こ
の
動
き
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
再
開
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
第
四
章
で
は
、
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
の
崩
壊
、
お
よ

び
そ
の
後
の
内
戦
期
に
お
け
る
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ボ
ス
ニ
ア
人
た
ち
は
共
通
の

セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
放
棄
し
、
自
ら
の
固
有
の
言
語
と
し
て
の
セ
ル
ビ
ア
語
、

1！3
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ク
ロ
ア
チ
ア
語
、
ボ
ス
ニ
ア
語
を
新
し
く
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
本
書
全
体
の
ま
と
め
と
も
い
う
べ
き
役
割
を
担
っ
て
い
る
第
四
章

を
中
心
に
、
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
の
著
者
の
論
点

を
整
理
し
た
い
。二

つ
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」

　
著
者
は
、
二
つ
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
を
区
別
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　
一
つ
め
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
は
、
一
九
世
紀
に
主
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の

言
語
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
イ
リ
ュ
リ
ア
語
」
に
代
わ
っ
て
採
用

さ
れ
た
用
語
で
あ
る
。
こ
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、

ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
等
で
話
さ
れ
て
い
る
、
明

確
な
境
界
を
持
た
な
い
諸
方
言
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア

チ
ア
」
は
六
－
七
世
紀
に
こ
の
地
に
定
住
し
た
非
常
に
似
通
っ
た
民
族
、
す
な
わ

ち
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
基
づ
く
命
名
で
あ
り
、
従
っ
て
歴
史
的
に
も

言
語
学
的
に
も
正
当
な
命
名
で
あ
る
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
言
語
学
者
た
ち
は
み
な
し

た
、
と
著
者
は
主
張
す
る
。

　
二
つ
め
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
は
、
セ
ル
ビ
ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
言
語

学
者
、
文
献
学
者
た
ち
が
共
通
の
文
語
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
の
文
語

の
名
称
と
し
て
採
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
共
通
の
文
語
は
セ
ル
ビ
ア
人
と

ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
い
う
二
つ
の
国
民
の
遺
産
で
あ
り
、
当
時
ま
だ
国
民
と
し
て
形

作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ボ
ス
ニ
ア
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
や
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
の
関
与

は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
名
称
は
、
時
間

を
か
け
て
で
は
あ
っ
た
が
「
不
運
に
も
」
正
当
化
さ
れ
た
、
と
著
者
は
主
張
す
る
。

　
こ
の
、
共
通
の
文
語
と
し
て
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
に
対
し
、
セ
ル
ビ

ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
そ
れ
に
ボ
ス
ニ
ア
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
は
既
に
固
有
の
文

語
伝
統
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
二
〇
世
紀
に
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
と
い

う
標
準
語
の
作
成
が
試
み
ら
れ
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
語
伝
統
は
衝
突
し
、
ま

た
同
時
に
、
相
互
に
影
響
を
与
え
あ
っ
た
。
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
標
準
語
は
そ
れ

ぞ
れ
の
文
語
伝
統
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
語
伝
統
に
、

固
有
の
文
語
伝
統
か
ら
の
逸
脱
を
生
じ
さ
せ
た
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ボ
ス
ニ
ア
人
、
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
人
の
標
準
語
に
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
名
称
を
与
え
た
の
は
不

適
当
で
、
第
一
次
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
一
九
一
八
－
一
九
四
五
）
と
第
二
次
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
一
九
四
五
i
一
九
九
一
）
の
行
政
当
局
に
よ
っ
て
押
し
つ
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
「
政
治
的
過
失
」
に
対
し
、
「
『
セ
ル
ボ
ク
ロ

ア
チ
ア
語
』
と
い
う
用
語
が
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
既
に
は
る
か
前
に
放
棄
さ
れ

て
い
れ
ば
、
あ
る
い
は
人
々
が
そ
れ
を
新
シ
ト
語
あ
る
い
は
以
前
の
イ
リ
ュ
リ
ア

語
で
置
き
換
え
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
」
と
嘆
い
て
い
る
。
こ
の
「
政
治
的
過

失
」
が
、
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
別
個
の
標
準
語
が
一
層
発
達
す
る
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
、
と

い
う
。

二
　
新
し
い
言
語
状
況

著
者
は
、
諸
方
言
の
総
称
と
し
て
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
、
セ
ル
ビ
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ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ボ
ス
ニ
ア
人
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
の
共
有
す
る
も
の
と

し
て
想
定
さ
れ
た
一
つ
の
標
準
語
と
し
て
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
を
区

別
し
、
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
の
現
状
を
分
析
し
て
い
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
一
五
〇
年
に
わ
た
る
言
語
統
一
の
試
み
は
結
局
失
敗
す
る
運

命
に
あ
っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ボ
ス
ニ
ア
人
た
ち
は
す
で
に
固

有
の
文
語
伝
統
を
保
有
し
て
い
た
た
め
、
言
語
統
一
の
試
み
と
固
有
の
文
語
伝
統

と
の
衝
突
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
内
戦
の
結
果
生
じ
た
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ

ア
人
双
方
の
国
民
国
家
は
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
セ
ル
ビ
ア
語
と
ク
ロ
ア
チ
ア
語
と

い
う
二
つ
の
標
準
語
の
存
在
を
公
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ス
ニ
ア
語
は
こ
の
二

つ
の
言
語
の
奇
妙
な
混
合
物
で
あ
る
が
、
一
定
の
言
語
共
同
体
で
用
い
ら
れ
て
お

り
、
国
際
的
に
も
そ
の
独
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
標
準
語
の
公
的
宣
言
は
、
諸
民
族
は
自
ら
が
使
用
す
る
言
語
の

名
称
に
お
い
て
自
由
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
公
的
に
彼
ら
が
主
権
を
持
つ
国
民
国

家
に
お
い
て
、
そ
の
国
民
の
名
前
で
使
用
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
に
基
づ

い
て
い
る
。
一
方
、
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
一
つ
の
文
語
・
標
準
語

の
消
滅
の
原
因
は
、
一
つ
の
民
族
あ
る
い
は
国
家
の
標
準
語
と
し
て
の
こ
の
言
語

の
存
在
、
発
展
を
保
証
す
る
基
盤
が
も
は
や
存
在
し
な
い
た
め
で
あ
る
、
と
著
者

は
指
摘
す
る
。

　
標
準
語
は
、
言
語
学
的
な
基
準
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
社
会
的
、
あ
る
い
は
政

治
的
な
要
請
に
よ
っ
て
発
生
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
の
が
著
者
の
主
張
で
あ
る
。

　
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
言
語
状
況
の
複
雑
さ
や
、
セ
ル
ビ
ア
語
、
ク
ロ

ア
チ
ア
語
、
ボ
ス
ニ
ア
語
の
間
の
差
違
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
っ

た
よ
う
な
問
題
は
あ
る
が
、
法
的
に
こ
れ
ら
の
言
語
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
権
国
家
の

国
語
と
し
て
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」

と
い
う
概
念
が
全
く
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
各
主
権
国
家
の
国
語
と

し
て
の
セ
ル
ビ
ア
語
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
、
ボ
ス
ニ
ア
語
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
互
い

に
似
通
っ
た
諸
語
を
総
称
す
る
概
念
と
し
て
の
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
を
提

唱
し
て
い
る
。

　
著
者
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
の
は
言
語
領
域

と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
っ
て
、
標
準
語
と
し
て
完
成
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
領
域
内
で
は
常
に
セ
ル
ピ
ア
ー
正
教
、
ク
ロ
ア
チ
ア
ー
カ
ト
リ
ッ
ク
、

ボ
ス
ニ
ア
ー
イ
ス
ラ
ム
の
三
つ
の
文
化
圏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
伝
統
を
持
っ
て
衝

突
し
て
い
た
の
で
あ
る
Q

　
著
者
が
第
一
次
、
第
二
次
の
二
つ
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
為
政
者
に
よ
る

「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
用
語
の
押
し
つ
け
を
「
政
治
的
過
失
」
と
主
張

す
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
名
称
の
押
し
つ
け
こ
そ
が
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア

人
、
ム
ス
リ
ム
、
そ
し
て
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
別
個
の
標
準
語
の
発

達
を
促
進
し
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
以
降
を
第
三
章
「
さ
ら
ば
、

セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
！
」
と
し
て
ま
と
め
る
の
も
同
様
の
理
由
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
る
。お

わ
り
に

　
著
者
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ム
ス
リ
ム
ら
の
共

通
の
標
準
語
に
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
名
称
を
与
え
た
の
が
誤
り
で

あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
一
一
つ
の
点
か
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ら
疑
問
を
述
べ
た
い
。

　
一
つ
は
、
で
は
他
の
名
称
で
あ
れ
ば
彼
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準
語
の
発
達
を
阻
止

で
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
も
し
著
者
の
言
う
よ
う
に
セ
ル
ボ

ク
ロ
ア
チ
ア
語
が
「
イ
リ
ュ
リ
ア
語
」
「
新
シ
ト
語
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
な
ら
、

彼
ら
の
言
語
の
分
裂
は
発
生
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
に
お
い
て
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
第
一
次
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
と
第
二
次
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ァ
標
準
語
を
求
め
る

活
動
が
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ム
ス
リ
ム
な
ど
の
言
語
伝
統
と
衝
突
し

た
こ
と
で
あ
り
、
言
語
の
名
称
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
う
一
つ
の
疑
問
点
は
、
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
」
と
い
う
名
称
そ
の
も
の
に

歴
史
的
要
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
著
者
自
身
が
第
一
章
、
第
二
章
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
時

に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
は
、
ボ
ス
ニ
ア
を
除
く
そ
の
領
域
お

よ
び
占
領
地
域
に
お
い
て
、
セ
ル
ビ
ア
の
国
民
的
・
宗
教
的
学
校
を
禁
止
・
撤
廃

す
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ル
文
字
と
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
名
称
の
使

用
を
廃
止
し
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
キ
リ
ル
文
字
と
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」

と
い
う
名
称
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
抵
抗
の
象
徴
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
二
次
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア

人
の
言
語
共
有
と
い
う
概
念
は
、
一
九
世
紀
の
イ
リ
ュ
リ
ア
主
義
運
動
か
ら
唯
一

受
け
継
が
れ
て
き
た
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
九
六
〇
年
代
後

半
に
ク
ロ
ア
チ
ア
で
始
ま
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
語
の
セ
ル
ボ
ク
ル
ロ
ア
チ
ア
語
か
ら

の
分
離
の
試
み
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
政
治
、
経
済
、
文
化
等
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
の
協
力
に
疑
問
符
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
文
化
的
核
を
な
し
て
い
た
の
は
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人

の
言
語
の
共
有
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
果
た
し
て
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
と
い
う
名
称

を
押
し
つ
け
た
こ
と
が
「
政
治
的
過
失
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
だ
が
少
な
く
と
も
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
い
う
国
家
に
よ
る
言
語
の
拡
充
が

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
言
語
伝
統
と
衝
突
し
た
と
い
う
主
張
は
正
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ

が
自
ら
の
民
族
言
語
を
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
の
標
準
語
と
主
張
し
た
場
合
で
さ
え
、

民
族
言
語
は
妥
協
や
配
慮
に
よ
っ
て
他
の
言
語
伝
統
へ
接
近
し
、
こ
の
接
近
が
そ

れ
自
身
の
固
有
の
言
語
伝
統
か
ら
の
逸
脱
と
な
っ
た
。
こ
の
矛
盾
が
セ
ル
ボ
ク
ロ

ア
チ
ア
標
準
語
の
完
成
を
阻
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
未
完
成
が
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ

ア
言
語
領
域
に
お
け
る
三
つ
の
標
準
語
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
、
本
書
は
一
読
に
値
す

る
と
言
え
る
。
だ
が
批
判
的
に
読
ま
れ
る
べ
き
部
分
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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）
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
う
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セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
共
通
の
言
語

　
と
し
て
想
定
さ
れ
た
こ
の
言
語
は
様
々
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
邦
訳
も

　
「
セ
ル
ボ
ク
ロ
ア
チ
ア
語
」
「
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ポ
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」
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